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　１月の終わりには、このまま春が来るのではないかと思える

くらい穏やかな日が続いていましたが、２月に入りこの大屋の

地も厳しい寒波に見舞われました。かれこれのべ１０年以上こ

の大屋で務めさせてもらっていますが、琴弾トンネルの掲示板

が－６℃を示しているのは初めてでした。 

　この日は新雪に朝の光が反射し、木々がきらきら輝いていま

した。歩くには厳しい朝でしたが、寒い中にもその美しさを少

しでも感じてくれていると嬉しいのですが。 

　先日、タブレット端末のソフトについて研修する機会がありました。つい数年前同じような研修に

参加した時を思い出すと、そのソフトの進歩に驚かされるばかりでした。 

　近年の社会の変化のスピードはめまぐるしいものがあります。技術革新により新しいものが次々と

生まれ、ようやく使い方を覚えた頃にはもう次のものがスタンダードとなっています。 

　Society5.0 という社会が日本が目指すべき未来社会として提唱されています。Society1.0 は狩猟社会。

Society2.0 は農耕社会。Society3.0 が工業社会で、Society4.0 が情報社会。現在はこの Society4.0 の中で

生きています。そして Society5.0 は仮想空間と現実空間が融合された人間中心の社会とされています。 

　狩猟社会や農耕社会が数百年、数千年単位で続いていたものが 3.0 は百年程度、4.0 は 30 年ほどで、

次の世代に移ろうとしています。技術革新がとてつもないスピードで社会を変化させています。 

　子どもたちの 10 年後、20 年後の社会がおぼろげながらも予想できていた昔に比べ、今は 5 年先でさ

え予想とは違ったものとなっています。一世代、二世代前までは、自分が育った環境に照らし合わせ

て子育てが行えたものが、きっと今は自分の経験が当てはまらないことも多いのではないでしょうか。

先が予測できないからこそ、学校教育も単により多くの知識を教えるのではなく、自らが考え、不断

に自らが知識やスキルを得て活用する力「生きる力」を育む学びへと変化しています。 

　Society5.0 の社会はすぐそこまで来ています。世界の大手企業はこぞってメタバースとしてくくられ

る仮想世界の研究開発に乗り出し多額の資金を投じています。仮想空間の世界がビジネスの場として

も運用されつつあり、実際にその中でアバターを使ってミーティングを行ったり、買い物をしたりす

ることができます。生活としての仮想空間と現実を行き来する社会とはど

のようなものなのでしょう。 

　私は無機質な世界にこそ、疑似体験ではなく実際に体験し感じた本物の

経験が大切になってくると思っています。喜びや人の温かさ、痛みや苦し

み、大地や風、木々など美しいものや自然に感動する心をもつことが今ま

で以上に重要であり、本物を知る者の強みだと思うのです。大人になる前

の今こそがその感性を磨くときなのだと思います。 

大屋富士



  １月２０日（月）、地震を想定した避難訓

練と、兵庫県震災・学校支援チーム(EARTH)

員の澤野先生を講師にお迎えし、阪神淡路大

震災の教訓や身近にできる防災についてお話ししてい

ただきました。大人や高校生が日中この大屋の地から

離れていることが多い中、中学生の果たす役割は大き

 いことなど、普段の備えと心構えについて学びました。

   １月２１日（火）６年生登校並びに入学説明会を実

施しました。午前中の理科・国語・道徳の授業は中学

校教師による授業でした。初めての６年生登校の際に

はかなり緊張感が伝わってきましたが、３回目ともなる

と、廊下を歩く姿にも余裕が見て取れました。春からの

 新しい風に期待しています。

   １月２３日（木）尺八奏者の田辺恵山さん、箏奏

者の安嶋三保子さんによるミニコンサートを開催し

ました。大屋ホールでの「みんなの邦楽コンサート」

に先立つ形で１年生が鑑賞しました。狭い音楽室のコン

サートでしたが、お二人とも早く学校に入られ、入念に

打ち合わせとリハーサルをされる姿を見て、とてもあり

がたく感じました。この日も本物に触れるよい機会をい

 ただきました。

　１月２４日（金）１・２年生が若

杉高原大屋スキー場にてスキー教室

を実施しました。午前中は班ごとの

実習、午後からはそれぞれが思い思

いにフリー滑走を楽しみました。保護者ボランティア

 の皆様にも大変お世話になりました。

 １月３０日（木）２年生、２月６日（木）３年生が養

父市給食センターの羽渕栄養教諭にもご指導いただき

ながら調理実習を行いました。２年生は鰯の蒲焼き。鰯をさばくことに四苦八苦でした。３年

生はジャガイモとにんじんのきんぴらと卵焼き、そしてちくわキュウリの三品。みんなで作る

料理にとて

も楽しそう

に取り組ん

で い ま し

 た。


